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【 論文 】 
 

 

井上円了の妖怪学 
 

 

 

三浦節夫 

 
 

１．「妖怪学は趣味道楽」 
 

井上円了（1858－1919）は、幕末に生まれ大正時代の中ごろに死去したが、主な
業績として、哲学館（現在の東洋大学の前身）の創立、哲学の普及、『仏教活論序
論』などによる仏教近代化、東京都中野区にある哲学堂の創立、国民道徳の向上を
目的とした全国巡回講演、妖怪学の提唱などが知られている。しかし、これまでは
それぞれの個別研究はあっても、総合的な研究は最近までなかった。 

そのため東洋大学では、昭和 53 年から創立者の総合研究として「井上円了研
究」に取り組み、基礎資料の収集からはじめた。この研究の初期は研究会によって
行われ、現在は法人立の井上円了記念学術センターという専門機関を設置して、そ
れを継続している。 

井上円了の妖怪学についてはこれまで、民俗学などの研究者が注目する以外にほ
とんど関心を持たれないできたのが実情である。このようになった理由の 1 つは、
井上円了が明治中期に妖怪学を提唱したときから、妖怪学に対する評価が低かった
からであると言われている。 

たとえば、没後の翌年に刊行された『井上円了先生』という追悼文集がある。そ
の執筆者数は 164 人に及んでいるが、このなかで妖怪学にふれた人は 1 割にも満た
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ず、また詳細に言及している人もほとんどいなかった。このことは、井上円了の生
涯において妖怪学が重要な位置を占めていたと見る関係者が少なかったことをあら
わしている。 

その数少ないなかに、当時の見方が 2 つあるので、はじめにそれを紹介しておこ
う（以下、ことわりのない限り、引用文は現代表記にし、カタカナをひらがなに直
し句読点を付けた）。 

その 1 つは哲学界の大御所と言われた井上哲次郎の文章である１。 

井上哲次郎は、「井上円了博士は、明治年間から大正にかけて活動されたわが国
屈指の学者であったが、その活動のおもなる部分は明治年間にあったと思う。しか
も、明治の中ごろに最も活動されたかの観がある」とし、その代表的な著述を「ま
ず『仏教活論』と『外道哲学』がもっとも傑作であった」と位置づけ、さらに『妖
怪学講義』にふれてこう述べている。 

「それからだれも知っているとおりに、博士はよほど妖怪のことを研究されて、
『妖怪学講義』というものを発行された。ところが、よほど広く世間に喝采を博し
た。この書には、妖怪などは迷信であると言って、妖怪を撲滅することに力を尽く
された。しかしながら、世には不思議なことを好む者が多く、田舎ではよほど興味
をもってこれを歓迎したようである」 

井上哲次郎は井上円了を「学者」と位置付け、『妖怪学講義』が「世間の喝采」
を集めたとは言っているが、学術的なものとして積極的に評価していないのである。 

2 つ目の文章は、評論家として有名な三宅雪嶺のものであるが、井上哲次郎と同
じような捉え方をしている。三宅雪嶺は東京大学文学部哲学科の先輩であり、井上
円了の生涯をよく知る人物であったが、妖怪学をこう見ている２。 

「〔井上円了は〕在学中にもすでに哲学会設立に努め、卒業後ただちに『仏教活
論』の著作に従事し、ついで哲学館を設け、哲学書院を設け、雑誌『日本人』の発
刊に関係した。かくして一方、『仏教活論』等の著作をなし純粋の学者として立た
んとしつつ、また一方、仏教を一新し社会に活動するの意あり、そのいずれに向か
うべきか、いまだ定まらなかったのである。……しかるに『仏教活論』著作の傍ら
哲学館を起こし、その経営に忙しくなったので、……著作に力を用いるあたわず。
せっかくはじめた哲学書院も思わしくなく、……しかもなお著作のことも念頭より
離れず、さりとて初めに予期せるほどのことをことごとく企てることは到底難いが、
できるだけのことは成立遂げんものと、ここにいよいよ『妖怪学研究』に努力した。
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これまた在学中よりの研究であり、かついくぶんか宗教思想と関連していたのであ
るが、このころに至り比較的多くの力を注ぐようになってきたものとみるべきであ
る。さて、自身の意はいずれにあるにせよ、経過において『仏教活論』いまだ完成
に至らぬに、また『妖怪学講義録（ママ）』に力を注ぐことになり、これと同じく、
哲学館の経営いまだ全からず、しかして哲学堂建設に力を注ぐようになった。……
『仏教活論』なり哲学館なりは、社会および文明を対照（ママ）とし、しかして一
身をその犠牲とまでなるかの観があったが、妖怪学なり哲学堂なりに至っては、そ
の意のまったく消滅したのでないにせよ、いささか道楽趣味を混じ、個人的になろ
うとし、年とともにいよいよその傾向を強くした」 

三宅雪嶺の見方は、井上哲次郎よりもはっきりとしていて、井上円了の妖怪学を
「道楽趣味」「個人的」なものではなかったかと捉えているのである。 

この 2 人のような見方は現在まで続いていると考えられる。今回、『井上円了選
集』第 16 巻～第 21 巻３に、妖怪学関係のすべての著作が収録されて再刊されるこ
とになったが、この妖怪学に関する研究は未着手な点が多い。不思議なことだが、
井上円了の妖怪学がどのようにして誕生したのか、その過程を記述したものもいま
までになかった。一般的な関心が高いのに対して、学術的な関心が低いと言われる
実態がここにもあらわれている。そのため、ここでは基本資料を紹介しながら、井
上円了が妖怪学の研究へと歩んだ条件とその経過を述べたいと思う。 

 

 

２．生育の環境と性格 

 

井上円了は、「余は元来人以有伝為伝、我以無伝為伝の主義を唱え、何人より尋
問ありても、自伝を答えたることはなかった」４として、自伝を書いていない。し
かし、妖怪の研究に取り組んだ経過は、著書等のなかに 3 カ所あるので、それをま
ず年代順にみておこう。 

はじめは、明治 20 年の『妖怪玄談』にあり、「余、幼にして妖怪を聞くことを好
み、長じてその理を究めんと欲し、事実を収集すること、ここにすでに五年」と書
いている５。 

つぎに、明治 24 年 7 月の『教育報知』の「妖怪学一斑」では、「今日は学術が進
歩してきたとは申しながら、その範囲が極めて狭小にして、妖怪のごときは多少心
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理学において研究しておったけれども、いまだ一科の学問とはなりません。畢竟、
学者が多忙にして、実際、手を下すひまもなかったのであります。しかるに、私は
心理学を研究する間に、このことを思い出したのでありまして、……この妖怪のご
ときもまた、十分に研究を尽くしたならば、必ず一つの学科となすことができるで
あろうと思います」と、心理学の研究のなかから妖怪を研究の対象とするように
なったことを明らかにしている６。 

そして、明治 26 年の『妖怪学講義』では、「そもそも余が妖怪学研究に着手した
るは、今をさること十年前、すなわち明治十七年夏期に始まる。その後、この研究
の講学上必要なる理由をのべて、東京大学中にその講究所を設置せられんことを建
議したることあり。これと同時に、同志を誘導して大学内に不思議研究会を開設し
たることあり」と記している７。 

この 3 つの文章を読むと、それぞれに重点の違いはあるが、これらを総合したと
ころに井上円了が妖怪研究へと進んだ条件・動機・行動があり、その時期は幼年期
から東京大学在学中までの間と考えられる。 

そこで、この期間の主な事績を記して、その条件を検討してみよう８。 

・ 安政 5（1858）年、井上円了は現在の新潟県三島郡越路町の慈光寺に生まれ
た。生家は真宗大谷派（東本願寺）の寺院で、その長男として誕生した。 

・ 明治元年、郡内の蘭医・石黒忠悳の漢学塾に学ぶ。これに続いて、同 2 年か
ら長岡藩の儒者・木村鈍叟に漢学を学ぶ。 

・ 明治 4 年、東本願寺にて得度。 

・ 明治 7 年、新潟学校第 1 分校に入学。洋学と数学を学ぶ。この学校は、長岡
洋学校の後身で、生徒として 2 年間学び、さらに校名が「長岡学校」などに
変わったとき、教員助手の授業生（句読師）となる。 

・ 明治 10 年、京都の東本願寺の教師教校英学科生に選抜される。同校に在学
したのは 6 カ月余りで、本山の命を受けて国内留学生となり上京する。 

・ 明治 11 年、東京大学予備門の 2 年生に合格する。 

・ 明治 14 年、東京大学文学部哲学科に入学。 

・ 明治 17 年、在学中に、哲学会を創設。 

・ 明治 18 年、東京大学文学部哲学科を卒業。 

これらの事績のなかで、井上円了と妖怪への関心を考えると、「余、幼にして妖
怪を聞くことを好み」と述べているように、生育環境が第 1 にあげられる。生誕の
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地である「越後」は雪国で、『北越奇談』『北越雪譜』などで知られる奇事・怪異・
怪談が多かった。また、寺院は人間の生死に関わる場所であり、とくに死後の世界
（お化けや幽霊などを含む俗信や習俗）が話題になりやすい環境であり、妖怪に関
心を示しやすい条件があったと考えられる（ただし、井上円了の場合は真宗の寺院
で、開祖の親鸞が『正像末和讃』で「かなしきかなや道俗の 良時吉日えらばしめ 
天神地祇をあがめつつ 卜占祭祀つとめとす」と述べているように、その教義には
習俗や迷信を批判的にみる視点があり、これが井上円了の妖怪学の原点ではなかっ
たのかという見方もある）９。 

しかし、環境条件はあってもその関わりには個々人による相違があるが、井上円
了は自らの性格をこう述べている１０。 

「〔余〕その旧里に在るや同郷の児童と共に遊ばず……出でて江山の間に入れば、
草木の森々としておのずから鬱茂し流水の悠々として去りて帰らざるを見、心ひそ
かに怪しむところありて家に帰りてその理を思う。これを思うて達することあたわ
ざれば、ひとり茫然として自失し、幸いにその理に達すれば微笑して自得の状を呈
す。……世人は事物の外形を見て、その形裏に胚胎する真理のいかんを問わず。余
はただその理を思うて外形のいかんを顧みず。これが余が人とその感を異にするゆ
えんなり、これ余が衆とその楽を同じうすることあたわざるゆえんなり」 

このような性格は後年も続き、田中治六は「先生は注意凝集の力に秀でられしが
ゆえに、先生がある事項を専心一意に考えおらるるときは、そばの喧噪なるも妨害
とはならず、またほかより先生に話しかける者あるも、一向に聞こえざるようにて
受け答えもせらるることなし、先生の令閨はこの注意凝集の状を見るごとに、『ま
た例の考えごとが始まった』と言われた」と語っている１１。 

井上円了は、『おばけの正体』のなかで 10 歳前後の「障子の幽霊」と 15、6 歳ご
ろの「幽霊の足音」を体験談として述べているが、こうした体験を理詰めで明らか
にしようという性格は早くからあったと考えられ、「長じてその理を究めんと欲す
る」のが井上円了の関わり方であった。 

また、井上円了が単なる妖怪の好事家にとどまらなかった条件もあった。真宗教
団の場合、寺の長男は「候補衆徒」と位置づけられて、住職の後継者になる。一般
的に言って、住職は地域社会の知的指導者また有力者であり、それにふさわしいも
のの見方・考え方をもち、大衆を教化の視点から捉えるという条件があったからで
ある。 
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このように述べると、井上円了が妖怪研究に進んだ条件は、環境的で生得的に具
わっていたと見られるが、それだけで「妖怪学の提唱者」になったわけではない。 

 

 

３．「往時の日本にあらざるなり」 
 

青少年期の井上円了が明治維新直後の仏教や生家の寺院をどのように見ていたの
か、それは自らの生い立ちを語った『仏教活論序論』にこう記されている１２。 

「余はもと仏家に生まれ、仏門に長ぜしをもって、維新以前は全く仏教の教育を
受けたりといえども、余が心ひそかに仏教の真理にあらざるを知り、顱を円にし珠
を手にして世人と相対するは一身の恥辱と思い、日夜早くその門を去りて世間に出
でしことを渇望してやまざりし」 

その理由を、「仏教は愚俗の間に行われ、頑僧の手に伝わるをもって、弊習すこ
ぶる多く、外見上野蛮の教法たるを免れず」と、井上円了は述べている。このよう
な見方は当時の社会もまた同じで、世相を反映した狂歌に、「要らぬもの 弓矢大
小茶器の類 坊主山伏さてはお役者」（大小は刀のこと）と詠われるほどであった。 

井上円了のこのような批判的な見方は、江戸から明治へと変化する時代の情勢の
反映もあるが、どちらかと言えば、教育と学習によるものであったと考えられる。
とくに、はじめに学んだ石黒忠悳の私塾は、知的な興味や日本の将来と西洋世界へ
の関心をもたらしたと言われている。石黒忠悳は江戸の医学所で医学と洋学を修め
た医師で、高度な知的世界をもっていたからであろう（石黒忠悳はのちに陸軍軍医
総監や日本赤十字社長もつとめた）。 

そして、16 歳から洋学校で学んだことも、仏教や寺院への見方を大きく変えた
ものであった。青少年期のときの学習歴と読書歴は自ら作成した「履歴」１３に記さ
れているが、それをみると、漢書・国書・洋書と合わせて 108 冊のなかに、当時の
青年が大きな影響を受けたといわれる福沢諭吉の著書がある。明治 2～5 年に『西
洋事情初編』『西洋事情外編』『西洋事情二編』、明治 6 年に『世界国尽』『学問勧』、
明治 7 年に『童蒙教草』『窮理図解』を「独誦」「独見」している（書名は履歴書に
よる）。 

いずれもベストセラーであるが、これらの著書は「一言にしていえば西洋文明の
紹介」であり、福沢諭吉が「著作者として最も気力に溢れ、また研究者として極め
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て貪欲に西洋の最新知識や思想を吸収蓄積するのに精力を傾けた時代」１４のもので
あった。このような福沢諭吉の著書などは、初期の井上円了のものの見方・考え方
に影響を与えたのではないかと考えられる。 

明治 9 年に 18 歳になった井上円了は、「長岡学校」の開校式の様子を記録し、自
らの「祝詞」を記した欄外に「今や我日本は復往時の日本にあらざるなり」１５と記
している。このように、仏教や妖怪のことは旧日本のものとして意識されたのであ
るが、しかし一方で、長岡時代の井上円了は儒教、仏教、キリスト教を比較・考究
しながら、「旧来の諸教諸説は一も真理として信ずべきものなし」１６として、新た
な世界の理解をも求めていた。 

「余、幼にして妖怪を聞くことを好み」という妖怪への関心も、青年期にあって
は、まだ漠然とした形で意識された程度にとどまっていたと考えられる。 

 

 

４．日本の開化と妖怪研究 
 

明治 10 年に井上円了が京都・東本願寺の教師教校生に選ばれたことは、大きな
転機になった。この教師教校は、日本の文明開化に対して、全国に 1 万カ寺・100

万の門徒（檀家）を擁する真宗大谷派教団が、次代を担うエリートの養成に取り組
んだものであった。ほどなく、井上円了は国内留学生の第 1 号に指名され、創立直
後の東京大学へと進んだ。そして、最先端の知識を学ぶことによって、それまでと
異なった見方で仏教や妖怪の問題への関心を高めることになるのであるが、この日
本で最初の大学でどのような学問を学んだのか、それを紹介しておこう１７。 

東京大学の予備門では 3 年間に、英語学、和漢学、数学、物理学、化学、生理学、
植物学、動物学、地理学、史学、理財学、画学を履修している。 

文学部哲学科の第 1 学年では、和文学、漢文学、史学（英国史、仏国史、ギゾー
『欧州開化史』）、英文学、英吉利語、論理学、法学通論、独乙語を学んでいる。 

第 2 学年では、東洋哲学、西洋哲学（スペンサー『世態学』、モーガン『古代社
会』の社会学と、シュペングラー『哲学史』でカント哲学）、西洋哲学（ペイン
『心理学』、カーペンター『精神生理学』、スペンサー『哲学原理総論』）、史学、和
文学、漢文学、英文学、独乙語を学んでいる。 

第 3 学年では、支那哲学、印度哲学、西洋哲学（カントからヘーゲル哲学、ヘー
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ゲル論理学）、生理学、和文学、漢文学、独乙語を学んでいる。 

第 4 学年については、試業証書（卒業証書）がないので、他の資料によると、東
洋哲学として印度哲学と支那哲学、西洋哲学として心理学・道義学・審美学、作文
と漢文、卒業論文が課せられていた。 

井上円了が妖怪研究を集大成した『妖怪学講義』は、総論、理学部門、医学部門、
純正哲学部門、心理学部門、宗教学部門、教育学部門、雑部門の 8 つの部門から構
成されているが、このような履修科目をみると、大学時代の知識が基礎となり応用
されていることがわかる。 

東京大学における予備門と文学部哲学科の 7 年間の教育は、井上円了の見方・考
え方を大きく発展させた。その 1 例として仏教についてこう語っている１８。 

「すでに哲学界内に真理の明月を発見して更に顧みて他の旧来の諸教〔儒教・仏
教・キリスト教〕を見るに、……ひとり仏教に至りてはその説大いに哲理に合する
をみる。……なんぞ知らん、欧州数千年来実究して得たるところの真理、早くすで
に東洋三千年前の太古にありて備わるを。……これにおいて余初めて新たに一宗教
を起こすの宿志を絶ちて、仏教を改良してこれを開明世界の宗教となさんことを決
定するに至る。これ実に明治十八年のことなり」 

これと同じく妖怪についても、「心理学を研究する間に、このこと〔妖怪〕を思
い出し」新たな関心をもった。「近代日本の心理学はそもそも、在来の仏教や儒教、
石門心学などにおける人間認識や心理思想とはおよそ無関係に、欧米の近代科学を
輸入したところから」１９始まったのであるが、その重要性にいち早く着目した 1 人
が井上円了であった。そして、井上円了は妖怪研究の意義をこう述べている２０。 

「方今各地の人民、その十に八、九は妖怪を妄信して道理の何たるを知らず、畢
竟、野蛮の民たるを免れざるものあり。これ、一は教育の足らざるによるというも、
一はもっぱらこれを研究するものなきによる。余、いささかここに感ずるところあ
りて、道理上妖怪の解釈を下して人民の妄信を開発し、文明の民たるに背かざらし
めんことを欲するなり」 

仏教や妖怪に対する新たな関心は、明治 20 年前後の日本の問題を反映したもの
であった。福沢諭吉は「文明の利器に私なきや」において、ペリーの来航という幕
末の開国から 30 年間の日本について、「意外の世変を来した」のは電信・郵便・鉄
道・汽車などの「有形物の文明」の功であって、これに対して同じく西洋を起源と
する学問・教育・政治などの「無形に属する者」は、その効果・影響がいまだに不
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十分であると述べている２１。 

このような見方は、井上円了も同じで、「わが国明治の維新は一半すでに成りて
一半いまだ成らず、有形上、器械上の文明すでに来たりて、無形上、精神上の文明
いまだきたらず」と考えていた２２。 

井上円了はこのような認識をもって、日本の精神世界の改革を目指して社会的な
活動を展開したのであるが、それを実現する方法として、第 1 は学校を設立して青
年を教育すること、第 2 は著述を発行して世論を喚起することを考えていた。そし
て、第 2 の方法に関しては「余が師友とし模範とすべき」歴史的大著述家として、
仏教では釈凝然、儒者では林羅山、神道では平田篤胤をまず挙げ、これに近世の洋
家である福沢諭吉を加え、とくに、「福沢翁の早く欧米の文明を調理して、わが通
俗社会をしてその味を感ぜしめたる活眼とは、余がつとに敬慕するところにして、
……哲学の思想を民間に普及せしむるには福沢翁を模範にした」と述べている２３。 

このような考え方から、明治 17 年に東京大学を卒業した井上円了は、留学生と
して派遣された教団に戻らず、また官途にも就かなかった。福沢諭吉のような一民
間人となり、「護国愛理」をモットーに学術・理論の普及と応用をもって、日本社
会の文明化・日本人の精神世界の改革に尽くす道に進んだ。そして、ベストセラー
の『仏教活論序論』を著して仏教の近代化の基礎を築き、教育機関として哲学館を
創立したが、つぎに目指したものが国民大衆の生活に根ざした妖怪の問題であった。
この妖怪の問題への取り組みがどのようにはじまり、さらに妖怪学へと発展して
いったのか、つぎにそれを具体的に見ていこう。 

 

 

５．不思議研究から妖怪学へ 
 

井上円了の『妖怪学講義』によると、妖怪の研究に着手した時期は「明治 17 年
夏」と言われている。東京大学 4 年生に在籍中で、年齢は 26 歳である。 

この明治 17 年に井上円了は、1 月に哲学会を中心者となって創設し、3 月に宗教
系の『令知会雑誌』に日本の西洋哲学史の端緒となった「哲学要領」の連載を開始
し、10 月に仏教系新聞の『明教新誌』に「耶蘇教を排するは理論にあるか」（のち
に『真理金針』として出版）の連載を開始している。これらはいずれも、井上円了
の社会的活動の出発点であった。 
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妖怪研究もこの時期にはじまったのであるが、そのことは明治 18 年の箕作元八
「奇怪不思議ノ研究」に記されている２４。 

日本の西洋史学の開拓者となる箕作元八は、この論文でイギリスの心理研究会
（サイキカルソサエティ）の不思議研究を紹介し、日本での同研究の必要性を述べ
たあとで、「先には、わが大学の井上円了氏が奇怪研究の企ある由を聞きたれども、
未だ公言せられたることなければ、如何なる成績を得られしや知るべからず」と書
いているので、研究の詳細はわからないが、井上円了が明治 17 年から 18 年のはじ
めに、奇怪（不思議）研究を計画していたことがわかる。 

このころは、哲学会の創設にみられるように、日本における学術的活動の草創期
であった。妖怪研究のために、井上円了が組織したものが、明治 19 年 1 月 24 日に
発足した不思議研究会である。この不思議研究会の記録は、『妖怪学講義』に要約
が記されているが、ここでは井上円了の自筆ノート２５から原文を紹介しておこう。 

 

不思議研究会 

第一会 一月第四日曜即二十四日東京大学講義室ニ会シ研究条目会員約束ヲ
議定ス 当日会員ト定ムルモノ左ノ如シ 

三宅雄二郎  田中館愛橘  箕作元八  吉武栄之進  井上円了 

坪井次郎   坪井正五郎  沢井 廉  福家梅太郎  棚橋一郎 

規則ハ別紙ニアリ 

第二会  二月二十八日例場ニ開ク 

規則一二条ヲ修正ス 

坪井次郎氏ノ演説 沢井廉氏ノ報告アリ 

当日左ノ二名ヲ会員ニ加フルコトヲ定ム 

佐藤勇太郎  坪内勇蔵 

第三会  三月二十八日例場ニ会ス 

井上円了氏夢ノ説第一回ヲ述フ 

 

不思議研究会はこのようにして出発し、「一年五十銭」の会費が徴集された記録
はあるが、その後、「余久しく病床にありて、その事務を斡旋することあたわざる
に至り、ついに休会することとなれり」２６と、井上円了が書いているように、第 3

回のあと再開されることなく終わっている。 
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しかし、井上円了の個人による研究はこれで中止されることなく継続された。4

カ月後の 7 月に、井上円了は『令知会雑誌』につぎのような広告文を出している２７。 

 

世に妖怪不思議と称するもの多し。通俗、これを神または魔のいたすところと
なす。その果たしてしかるやいなやは断定し難しといえども、神や魔のごとき
は、その有無すら今日いまだ知るべからざるに、単にこれをその所為に帰して、
さらに妖怪のなんたるを問わざるは、決して学者のつとむるところにあらざる
なり。ゆえに、余は日課の余間そのなんたるを研究して、果たして魔神のなす
ところなるか、または物理および心理上別に考うべき道理ありてしかるかを明
らかにせんと欲す。もし、心理上考うべき原因ありてしかるときは、これを仏
教の唯心説に参照して、自ら大いに得るところあるのみならず、その唯識所変
の哲理を証立するに、また大いに益あるはもちろんなり。ゆえに、余は令知会
諸君に対して、左の諸項中最も信ずべき事実あらば、なるべく詳細報道にあず
からんことを望む。 

幽霊 狐狸 奇夢 再生 偶合 予言 諸怪物 諸幻術 諸精神病等 

 

この広告文のように、井上円了の妖怪研究は幽霊から諸精神病まで、当初から広
範囲なものを対象とし、雑誌などを通して読者を調査員として、妖怪に関する事実
の報告を求める方法で資料収集に着手している。このような調査はその後も続けら
れた２８。 

こうした資料収集とともに、妖怪研究がどのようにすすめられたのか、今回作成
された井上円了の「妖怪学著書論文目録」２９をみれば、その過程をたどることがで
きる。最初の論文は、明治 18 年 7 月 25 日の『学芸志林』の「易ヲ論ス」であり、
つぎが明治 20 年 2 月 5 日の『哲学会雑誌』の「こッくり様ノ話」と続き、以後、
大正 8 年に死去するまで単行本・論文・報告などを書き続けている。 

すでに、井上円了の妖怪研究は当初から、幽霊から諸精神病までの広範囲なもの
を対象としていたと述べたが、しかし、はじめから「妖怪」という用語を使ってい
たわけではない。用語法の変遷を前述の目録に従って調べてみると、明治 19 年の
研究会では「不思議」を使っている。その後、不思議研究から妖怪研究、妖怪研究
から妖怪学へと変わっているので、この用語法の変化から研究の進展をみることが
できる。 
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「こッくり様ノ話」（明治 20 年 2 月 5 日）では、「こっくりとは狐狗狸にして、
狐か狸のようなる一種の妖怪物が、その仕掛けたるところに乗り移りて……」
「こっくり様御移り下されと言うときは……その実、他の場所に存在せる妖怪の霊
を呼びて」と、「妖怪物」「妖怪の霊」という用語を使っている３０。 

「心理学（応用并妖怪説明）」（明治 21 年 1 月 18 日）では、「妖怪不思議」とい
う言葉が使われ、それをつぎのように定義している３１。 

「妖怪とはなんぞや。余がいわゆる妖怪は、事実現象の奇かつ異にして、普通の
道理をもって説明すべからざるものをいう。すなわち、万物万象の通則をもって解
説すべからざる、いわゆる理法外に属するものをいうなり。語を換えてこれを言え
ば、普通の道理思想をもって思議了知すべからざるものをいうなり。ゆえに、ある
いはこれを不思議と称す。余もまたこの両称を合して妖怪不思議というなり。しか
れども、もし細密にその名称を論ずれば、余が用いるところの妖怪の名は、通俗に
用いるところの名称よりやや広き意義を有し、余が用いるところの不思議の名称は、
字義上含むところの意よりやや狭き意義を有するものとしるべし」 

この文章では「妖怪」と「不思議」とを区別し、それを総合するときは「妖怪不
思議」という用語を使っている。この用語法は明治 23 年の「妖怪総論」にも、「余
のいわゆる妖怪とは広き意味にして、あるいはこれを妖怪不思議というも可なり」
３２とあり、この時期まで変わっていない。 

そして、明治 24 年 7 月 4 日の「妖怪学一斑」で、はじめて「妖怪学」という用
語を使っている。このときに論究された、偶合論、天文と人事の関係、卜筮、マジ
ナイなどは、それまで「不思議」という用語で区別して捉えたものであったが、こ
の論文ではすべてを「妖怪」という用語で説明している３３。 

このようにみると、明治 17 年の不思議研究は、その後に妖怪研究へと進められ、
明治 24 年ごろにはさらに発展して、「学」として体系化する見通しができて、そし
て「妖怪」「妖怪学」という用語の統一がはかられるようになったと考えられる
（正式に「妖怪学」という用語を使ったのは、明治 26 年の『妖怪学講義』からで
ある）。 

 

６．哲学館の授業と講義録における妖怪学 
 

つぎに、哲学館の授業（講義）として、妖怪学がどのように行われてきたのか、



 

三浦節夫  IIR 2 (2014)  │  297 
 

それをみておこう。 

井上円了は明治 20 年 9 月に、東京・湯島の麟祥院の施設を借りて哲学館を創立
した。これが現在の東洋大学の前身であるが、哲学館は主に宗教家と教育家の養成
を目的としていた。その当時の学科目・担当者・時間表は、『東洋大学百年史 資
料編Ⅰ・下』に主なものが収録されているが、これに井上円了記念学術センター資
料室のものを加えると、ほぼ判明する。 

私立哲学館の第 1 年級科目・担当講師のなかに、「心理学（応用并妖怪説明）」と
いう科目がある。このように、哲学館では創立時から「妖怪」に関する授業があっ
た。明治 21 年 2 月の文書３４では、担当の講師を「文学士 徳永満之」（のちの清沢
満之）と記しているが、『哲学館講義録』では、井上円了が妖怪説明を、徳永満之
が心理学を分担している。 

2 年目の科目には「妖怪」という名称はなく、「応用心理学 井上円了」とある
（この年、井上円了は第 1 回の欧米視察中であり、「妖怪」の授業の有無はわから
ない）。 

3 年目（明治 23 年度）は、哲学館の全授業がはじめて網羅された時期である。
哲学館に、西洋・東洋の哲学を中心に人文・社会の幅広い一般教養科目が設けられ
たのは、そのモデルが帝国大学文科大学（東京大学文学部の後身）に置かれていた
からである。参考までにその科目を列記すると、日本学、支那学、印度学、論理学、
心理学、社会学、倫理学、教育学、純正哲学、博物学、史学、経済学、政治学、ギ
リシャ哲学、近世哲学、審美学、宗教学が教授されていた。このほかに、「科外 3

級合併」の科目が設けられていた。このなかに「妖怪学」という授業があった（他
の科目は人類学、博言学、法理学、政理学、生理学、地理学、進化学である）３５。 

この妖怪学の授業は明治 24 年度も継続されている。翌 25 年度は資料がないので
わからないが、26 年度（第 7 学年）「本館学科表」には、前述の「科外の科目」と
しての妖怪学はない。 

しかし、この 26 年度の「哲学館報告」３６の広告に、「本学年度、本館講義録は正
科および妖怪学の二種を発行す」とあり、そのとおりに、『妖怪学講義』は刊行さ
れている。同報告の「同年（二十六年）十一月五日より、正科の外に妖怪学講義録
を発行して、その純益を専門科資金に積立つることとなす」という文章も、このこ
とを示している。そのため、講義録としての『妖怪学講義』が授業としても行われ
たのか、この点は疑問として残るが、それについては後述したい。このようにして、
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哲学館の授業としての「妖怪学」は明治 27 年度以後、通信教育の講義録の形での
み存在するようになった。 

井上円了の妖怪学は、明治 26 年の『哲学館講義録』として誕生したというのが
正確であるが、この哲学館の講義録について、つぎに述べておこう。 

私立学校が講義録を発行してその教育・学問の普及をはかったのは、哲学館がは
じめてではない。英吉利法律学校（中央大学の前身）は明治 18 年から、専修学校
（専修大学の前身）は明治 20 年から講義録を発行していた。哲学館の講義録はこ
れに続いて発行されたものである。法律系の専門学校の講義録が相次いで発行され
たが、文科系の講義録は哲学館のみであった。 

この講義録によって、哲学館は多くの「館外員」を得て全国規模の専門学校に成
長したのであるが、講義録は「文字どおりの哲学館講義筆記であり、哲学館におけ
る講師の講義を筆記して、これをそのまま掲載したものであった。はじめの頃の講
義録には、講義題目（学科目）および講師名とともに筆記者の名前も記されている。
境野哲（黄洋）なども、駿河半紙を雷とじにして、各講師の筆記に回っていた」３７

という形で作成された。 

その形態は月に 3 号を発行し、1 年に 36 号で完結することを原則としていた。
発行開始は第 1 期第 3 年級（明治 23 年）までは 1 月であったが、同年の第 4 期第
1 年級では 10 月、24 年の第 5 年級からは 11 月となった（『妖怪学講義録』も明治
26 年 11 月から発行された）。講義録の 1 号分は、例えば第 1 期第 3 年級の第 7 号で
は、高等心理学、近世哲学、史学史、印度学、教育学、妖怪報告、本館記事を収録
していて、それぞれの科目ごとに 10 ページ前後の講義録が掲載されていた。 

つぎに『哲学館講義録』のなかの「妖怪」という名称のある講義録について述べ
ておこう。 

『哲学館講義録』に「妖怪」に関する講義録がはじめて掲載されたのは、第 1 年
級第 2 号（明治 21 年 1 月 18 日）の「心理学（応用并妖怪説明）」である。井上円
了が、はじめに「心理学は理論と応用の二科を分かち、応用の部にはもっぱら妖怪
の説明を与えんと欲するなり。妖怪には種々の類ありて、あるいは心理の関係なき
ものあるべしといえども、十中八九は心性作用の上に生ずるなり」と述べて、2

号・16 ページにわたって総論を掲載している。しかし、「生儀病気にて、代講を徳
永氏に請ふたらば、以下同氏講義筆記に就て見るべし」という事情で中断し、その
後は清沢満之が改めて応用心理学として妖怪・不思議を講義している。 
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つぎが「妖怪報告」で、『哲学館講義録』の第 1 期第 3 年級の 7 号（明治 23 年 3

月 8 日）から、6 回に分けて掲載されているが、「妖怪事実を探索し、その結果を
館員に報告」したもので、井上円了による講義ではない。 

講義録としての妖怪学に近いものが掲載されたのは、第 5 学年の第 4 号（明治
24 年 12 月 5 日）からである。タイトルも「妖怪学」と付けられたこの講義録は、
以後 9 回にわたって掲載され、総数 111 ページとまとまったものであり、のちの
『妖怪学講義』の先駆と位置づけられる。しかし、井上円了はこの講義録の「序
言」で、こう記して「妖怪学」の成立を宣言していない３８。 

「妖怪学は応用心理学の一部分として講述するものにして、これに学の字を付す
るも、決して一科完成せる学を義とするにあらず。ただ妖怪の事実を収集して、こ
れに心理学上の説明を与えんことを試みるに過ぎず……他日に至ればあるいは一科
独立の学となるも……今日なお事実捜索中なれば、各事実についていちいち説明を
与うることあたわず、ただ余が従来研究中、二、三の事実につき説明を与えしも
の」 

確かに、ここでは狐狗狸のこと、棒寄せの秘術、妖怪を招く法、秘法彙集、心理
療法、夢想論、偶合論を論じていても、まだ「学」としての体系化は実現していな
い段階であった。 

 

 

７．妖怪学の誕生 
 

このような過程をたどり、井上円了は明治 26 年に妖怪学を完成させたが、その
『妖怪学講義』の緒言で、不思議研究会以後の研究経過をこう記している３９。 

「当時全国の有志にその旨趣〔妖怪研究〕を広告して、事実の通信を依頼したる
ことあり。その今日までに得たる通知の数は、四百六十二件の多きに及べり。また
その間に、実地について研究したるもの、コックリの件、催眠術の件、魔法の件、
白狐の件等、大小およそ数十件あり、その他、明治二十三年以来、全国を周遊して
直接に見聞したるもの、またすくなからず。かつ数年間、古今の書類について妖怪
に関する事項を探索したるもの、五百部の多きに及べり」 

妖怪の研究を明治 17 年夏からはじめ、以後およそ 10 年間に、このような調査・
研究をかさねて、明治 26 年に大成したのが『妖怪学講義』である。妖怪学の講義
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録は総論のほかに理学、医学、純正哲学、心理学、宗教学、教育学、雑の 7 つの部
門をもつが、この妖怪学の目的は、すでに述べたように「無形上、精神上の文明」
を発達させるためであり、それを同書でこう記している４０。 

「今やわが国、海に輪船あり、陸に鉄路あり、電信、電灯、全国に普及し、これ
を数十年の往時に比するに、全く別世界を開くを覚ゆ。国民のこれによりて得ると
ころの便益、実に夥多なりというべし。ただうらむらくは、諸学の応用いまだ尽く
さざるところありて、愚民なお依然として迷裏に彷徨し、苦中に呻吟する者多きを。
これ余がかつて、今日の文明は有形上器械的の進歩にして、無形上精神的の発達に
あらずというゆえんなり。もし、この愚民の心地に諸学の鉄路を架し、知識の電灯
を点ずるに至らば、はじめて明治の偉業全く成功すというべし。しかして、この目
的を達するは、実に諸学の応用、なかんずく妖怪学の講究なり」 

このような目的をもって、井上円了の妖怪学は誕生したのであるが、当時の作成
過程を物語る文章はほとんどなく、今のところ、追悼文集『井上円了先生』の田中
治六「井上先生の性格」しかない。田中治六は『妖怪学講義』の「第五 心理学部
門」の筆記者であったが、その実際をこう記している４１。 

 

先生は学者として構想統合の才に富まれしことは顕著の特色なり。先生の記憶
力も強大にして（なんらかの秘術を用いられしか）、吾人のもっとも難しとす
る人名・地名などを驚くべきまでよく覚えおられしが、しかし先生は、あるい
は博覧強記の人に免れざる短所として、ただ種々雑多の事項をよく記憶するが
ごときにとどまらずして、これらの材料を統合案配して新形式を構成すること、
もしくは独創新奇の思想を造出することは、もっとも得意とするところなりき。
……予は『妖怪学講義録（ママ）』のお手伝いをなしたるときに、とくに先生
の構想力の偉大なるを感じたり。この講義は哲学、宗教、道徳、天文、理科等
の諸部門に分かれ、各門がまたいくぶんの章節に区分せられおりて、二カ年に
わたりて発行せられし膨然たる大著述なり。さるに、先生は第一に多年収集せ
られし山なす材料を整理して、各部門各章節にそれぞれ案配して、この材料は
何部門の何章何節にといちいち記入しておき、さて後に各部門の首章より次第
に口授してこれを予ら門下生に筆写せしめ、その適所にそれぞれの材料を挿入
せしむるに、整然として一糸乱れざるものあり。しかのみならず、講義録の頁
数のごときも、一定の制限内にてほぼ多からず少なからざるように加減せられ
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て終始したりしは、一には先生の多年著述の経験によるとはいえ、また先生の
構想統合の偉力に帰せずばあらずと、そぞろに感嘆したりき。 

 

この田中治六の文章については後述することとし、『妖怪学講義』が哲学館の授
業として行われたのか、という疑問をさきに提起しておいたので、そのことをまず
明らかにしておきたい。すでに見たが、明治 26 年度の「哲学館報告」の「本館学
科表」には、妖怪学の授業の記載はなかった。ところが、現在の調査によれば、当
時の学生の講義ノートがあり、授業も行われていたと考えられる。 

哲学館に学び、その後、チベットへ仏典を求めた人物に、河口慧海と能海寛がい
る。能海寛は、河口慧海のようにその目的を達成できず、中国の途上で殺害された
と言われているが、能海寛の資料は最近、生誕の地である島根県那賀郡金城町波佐
の能海寛研究会の人々によって、真宗大谷派浄蓮寺という生家から発見された。 

それらの資料のなかに、明治 26 年に井上円了の妖怪学を筆記したノートがある。
原文のはじめに、「妖怪学 井上円了氏述 明治廿六年四月始 予記」と書かれて
いることから、実際の妖怪学の授業が確認されたのである。 

能海寛はこのノートに、「第一回 序論予欠席」と記し、第 2 回から「妖怪ハ学
科ナルカ何科ニ属スルカ 学術上ノ原理ヲ応用シテ未明ヲ説明スルモノユヘ学問ナ
リ チツ序組織ヲ要ス 之ニ就テハ従来一ヶノ学科タラザルユヘ他日立派ノモノト
ナルベシ」と筆記をはじめている。これに続いて、「于時明治二十六年五月十二日
従午後二時至三時館主講述」の講義が筆記されている。 

この 2 回の授業は全部で 4 枚ほどの罫紙に記されているが、その要点筆記の内容
を、『妖怪学講義』と比較したところ、「第一総論 第二講 学科編 第七節 妖怪
学は既設の学科にあらざるゆえん」から「第六講 第四十五節 知識と妖怪の関
係」までの講義であると判断される。 

またこのほかに、哲学館の第 1 期生だった金森従憲（兵庫県龍野市・真宗大谷派
善竜寺住職）の履歴書の原文に「同（明治）二十六年九月ヨリ同二十七年九月マテ
哲学館ニテ妖怪ニ関スル学術ヲ研究ス」４２とあり、能海寛のノートの記述と合わせ
て、実際に妖怪学の講義があったと推測される（現在は、能海寛の資料のように、
講義の一部分しかわかっていない）。 
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８．『妖怪学講義』とノート 

 

つぎに、講義録に関する資料について述べよう。『妖怪学講義』の筆記者であっ
た田中治六は、「先生は第一に多年収集せられし山なす材料を整理して、各部門各
章節にそれぞれ案配して、この材料は何部門の何章何節にといちいち記入してお
き」と述べていたが、そのときの資料が現在も井上円了記念学術センターに保存さ
れているので、ここで紹介しておきたい。 

『妖怪学講義』の「緒言」に第 1 類から第 8 類までの「詳細な種目」があるが、
これにあたる自筆の「種目ノート」があり、現在は第 2 類第 2 種から第 8 類第 3 種
まで残っていて、ここに種目と文献などの出典が記されている。 

たとえば『妖怪学講義』では、「第二類第八種（変事編） 変化、カマイタチ、
河童、釜鳴り、七不思議」となっている。この種目ノートには「第二類第八種（変
事編） 集三ノ一七二（七不思議）、荘二・カマイタチ、荘三・河童」とある。こ
のように、種目ノートと講義録の項目はほぼ一致するか、あるいは講義録の方がよ
り細密化されているのである。 

この種目ノートを検討したところ、「集三ノ一七二」の「集」は文献・資料の略
符号で、番号は冊数か事項の整理番号であった。ノートの末尾に「符号」一覧が
あって、「『妖一』ハ妖怪学第一ヲ言ウ」「『集一』ハ実地見聞集第一ヲ言ウ」と書か
れている。 

この「妖怪学第一」は、古今の 500 部の文献を調査して選んだ所見や引用文を整
理したノートで、「妖怪学第五」まで現存している。「実地見聞集第一」は全国巡回
の際の実地見聞を整理したノートで、「実地見聞集第三」まであった４３。 

「荘二」は「荘内怪談集」とその冊数を指しているが、自筆ノートのほかに、こ
のように使われた雑誌名などが、「心理学試験集」「自著妖怪学」「人類学会雑誌」
「哲学会雑誌」「社会事彙」「学士会院雑誌」「皇典講究所」「学芸志林」「文雑誌」
「会通雑誌」「哲学館講義録」「天則」と列記されている。 

ノートと『妖怪学講義』の記述の関係について、その 1 例を紹介しておこう。 

「第二 理学部門 第一七節 火山および温泉」の「これより西洋における古来
の地震説を挙げんに、まず紀元前五〇〇年のころにアナクサゴラス出でて、地震は
地底に電気ありて岩石の一室内にこもり、これにより電気を生じ、その発雷激動に
よりて、ついにその岩室を破裂せしむるよりおこるものなりといえり。」４４という
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記述がある。 

この記述のもととなった「妖怪学第 1」のノートでは、「アナキサゴス氏ハ地中
ニ電気アリ 巌石ノ一室内ニアリ 之レニ電気ノ生スルアリテ発雷激動ス 即チ岩
室ヲ破裂スルナリ」と書かれている。 

このようにして、井上円了は種目メモと資料を引用しながら、明治 26 年 11 月に
『妖怪学講義』を世に問うたのである。また、この 11 月には、妖怪研究会も設置
した４５。 

『妖怪学講義』の初版は、『哲学館講義録』の「第 7 学年度妖怪学」として発行
された。第 1 号と第 2 号の 2 号を 1 冊にまとめ、その第 1 冊は明治 26 年 11 月 5 日
に発行され、以後、毎月 2 回（冊）出されて、明治 27 年 10 月 20 日の第 24 冊（第
47 号・第 48 号）で完結した。1 号分の本文は 52 ページずつで、第 1 冊の目次のよ
うに、8 つの部門のうち 1 号につき 3 部門、2 号を合わせて 6 部門を取り上げ、前
述の田中治六が「講義録の頁数のごときも、一定の制限内にてほぼ多からず少から
ざるように加減せられて」というように、全体のバランスを取りながら進められた。 

この約 2500 ページに達する講義録は、明治 29 年 6 月 14 日の再版のときに、6

冊本に合本された。これが現在もっとも知られているものである。そして、明治
30 年 2 月 16 日に文部大臣から、「本書、材料の収集に富み、論説援据にくわしき
はもちろん、ことに目下民間においてなお迷信流行し、往々普通教育の進歩の障害
する点もこれあり」「学術上いちいちこれが説明を与えられしは、すこぶる有益の
ことと思考いたし」「かかる著述のあまねく世に公行せば、今より漸次、かの迷信
の旧習を減退するの一助となる」という評価があり、2 月 22 日に宮内大臣から明
治天皇に奉呈された、という経過を受けて、8 月 5 日に 3 版が印行された４６。 

こうして『妖怪学講義』は、はじめは講義録であったが、合本されて単行本の形
でも普及した。しかし、明治 35 年には、「妖怪学講義録は全部大冊にして一時に通
読すること難く、かつ代価三円以上なれば、貧生の力一時に購読すること難きを察
し、ここに読者の便をはかり、毎月二号を追って漸次に発行し、十三カ月をもって
全部の講義を掲載する方法を取れり。かつ講義のほかに、全国各地の妖怪報告およ
び質問・応答等を掲げ」て、新たに『妖怪学雑誌』としても刊行された４７。 
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９．妖怪学の特徴 

 

井上円了の妖怪学の基礎は、古今の文献考証にあり、この点が現在の民俗学の研
究者から高く評価されているが、これまではそれらの文献を一覧するものがなかっ
た。今回、山内瑛一氏によって、はじめて「妖怪学参考図書解題」４８が完成され、
ようやくその全体像が把握された。 

この解題によれば、参考および引用した文献に直接・間接のものがあり、それら
に明治期の雑誌・新聞などを加えると、その数は 1640 余りに達する。その内容は、
日本、中国、インド（仏典）が主で、時代は古代から江戸時代までを範囲とし、有
職故実・故事来歴・語源を調べ、天文・地誌・医学を含めた天・地・人・物・事に
関すること（吉兆禍福や善悪にはじまり神仙・卜筮・夢・鬼・霊魂・草木・昆虫）
に及んでいる。そして、一般に伝わる風俗、巷談、教訓、人物評伝、紀行文、名言、
秘術、怪異小説、怪談、異聞、奇聞、変化、民話、説話、俗話、雑話、伝奇小説、
奇談、奇事、珍説、佳話などを幅広く考証している。思想としては儒教、道教、仏
教、神道、修験道を対象としている。 

これらの井上円了が使った文献の多くは、現在、東洋大学付属図書館の「哲学堂
文庫」として存在している４９。 

このような文献の考証を、『妖怪学講義』の第 1 の特徴とすれば、全国を一巡し
て実地に見聞したというフィールドワークの成果が第 2 の特徴として挙げられる５０。 

この巡回の記録は、現在、『井上円了選集』の第 12 巻から第 15 巻に収録されて
いるが、明治 23 年 11 月 2 日から明治 26 年 2 月 8 日までの、第 1 回の全国巡回に
よる情報は、すでに述べた『実地見聞集』に整理され、『妖怪学講義』の基礎資料
となった。この巡回に費やした日数は、23 年が 44 日、24 年が 153 日、25 年が 154

日、26 年が 39 日で、この 4 年間で 390 日、1 年 1 カ月に達している。巡回した府
県は 32 県（関東、甲信越、北陸が主に残された）、36 市・3 区・230 町村を巡回し
た５１。この第 1 回の全国巡講を 26 年 2 月 8 日に終えてから、井上円了は妖怪学を
一気にまとめたのであった。 

前記のような多数の文献による考証とこの全国的な調査にもとづいて、井上円了
は日本の妖怪について、つぎのような結論を導き出している５２。 

「わが国の妖怪は多くシナより入りきたり、真に日本固有と称すべきものははな
はだ少なし。余の想定するところによるに、わが国今日に伝わる妖怪種類中、七分
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はシナ伝来、二分はインド伝来、一分は日本固有なるもののごとし。ゆえに、わが
国およびシナの書類は、微力の及ぶ限り広く捜索したるも、西洋の書類は、わずか
に数十部を参見せしに過ぎず」 

井上円了の妖怪学は、『妖怪学講義』などの出版物の形で普及されるとともに、
後年は全国巡回講演において社会教育としても普及された５３。 

こうして、井上円了は長年にわたる教育、著述、講演によって妖怪学を普及させ
た。そして、自身は「妖怪博士」「お化け博士」の愛称で呼ばれ、「妖怪」という言
葉を社会に定着させるほどの成果を生み出した。 

これほどの成果をあげたのは、不思議研究から「学としての妖怪学」への展開が
あったからであるが、そのような問題意識の飛躍的な発展を促したのが、欧米各国
の視察であった。 

井上円了は、明治 20 年 9 月に哲学館を創立したが、翌 21 年 6 月に海外視察に出
発した。1 年間の視察の結果は、『欧米各国政教日記』にまとめられているが、同
書は政治と宗教の関係の実態報告であり、井上円了自身にとって海外視察の影響が
どの程度のものであったのか、詳細には語られていない。しかし、帰国直後に発表
された「哲学館目的について」５４では、こう述べている。 

「欧米各国のことは、日本に安座して想像するとは大いに差異なるものなり。し
かして、その最も想像の誤謬に陥りやすきは、各国みなその国固有の学問・技芸を
愛して、一国独立の精神に富めるを知らざること、これなり。けだし、一国独立を
なすは千百の元素集合したる結果にして、いわゆる一国独立風の盛んなること、最
も必要なるところなり。しかして、この独立風をなさんには、ただわずかに一、二
の政治・法律等の善美のみをもって、こいねがい得ベきものにあらず、学問・技
芸・人情・風俗・習慣等、ことごとく協合せずんばあたわざるなり」 

当時の日本の民衆は、島国的で西洋や世界のことを知らず、迷信にとりつかれる
など、その生活は科学的合理性に欠け、小社会の経験の枠内で生活していた。井上
円了はこのような民衆を、しばしば愚民と慨嘆しながらも、民衆こそ自分にとって
の教育対象と考えていたと言われている。 

日本と欧米の大きな差異を見た井上円了は、「妖怪の研究は卑賎の事業に似たる
も、その関係するところ実に広く、その影響するところ実に大」なるものと捉え、
日本人の精神世界を根本から改革するために、「宗教に入るの門路にして教育を進
めるの前駆」と位置づけて、妖怪学を構想したと考えられる５５。 
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これについて、新田幸治氏は『妖怪学入門』のなかでこう述べている５６。 

「井上円了先生が『学』としての妖怪研究をはじめたのは、明治 20 年代であり
ます。まだ、世界を周遊した日本人が一握りの時代に、先生は異なる国々の現実を
つぶさに知るために、自力で海外へと足を運んだのでありますが、そのような先生
の進取の精神は、日本人の生活のあり方にも向けられ、自ら日本全国を巡回され、
その実査と多くの文献研究を踏まえて提唱されたのが『妖怪学』でした」 

このように見ると、井上円了の妖怪学は、井上哲次郎のいう「世間の喝采」を得
るためや、三宅雪嶺のいう「趣味道楽」のものではなかったことが理解されよう。 

最後に円了の妖怪学の捉え方と『妖怪学講義』の内容について紹介しておこう５７。 

 

偽怪（人為的妖怪） 

虚怪 

誤怪（偶然的妖怪） 

 

妖怪                 物怪（物理的妖怪） 

仮怪（自然的妖怪） 

心怪（心理的妖怪） 

実怪 

 

真怪（超理的妖怪） 

 

この分類を簡単に説明しておこう。「偽怪」とは、人の意志、工夫によって構造、
作為する妖怪で、これに個人的と社会的の 2 種類がある。「誤怪」とは、偶然に
起った出来事が、誤って妖怪と認められたものである。これに外界と内界の 2 種類
があり、客観的妖怪と主観的妖怪という。この偽怪と誤怪は「虚怪」であり、真の
妖怪とはいえない。人の虚構と誤謬から生まれるものである。 

この「虚怪」に対するものが「実怪」である。その第 1 は「仮怪」である。「仮
怪」は人為にあらず、偶然にあらず、自然に起れるものであり、これに物の上に現
象するものと、心の上に現象するものの区別がある。そのため、1 つを「物怪」つ
まり物理的妖怪とし、他方を「心怪」つまり「心理的妖怪」とする。さらに「実
怪」には「仮怪」の他に「真怪」がある。「真怪」とは、真正の妖怪で、いわゆる
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絶対無限の体を名付けていうものである。 

「実怪」の中で、「仮怪」はこれを講究してその原理に達すれば、普通一般の規
則と同一の道理に基づくものと言うことができる。今日の人知では妖怪とみられる
ものも、将来の人知によってその理の解明が期待されるものである。これに対して
「真怪」は「いかに人知進歩すとも到底知るべからざるものにして、これ超理的妖
怪なり。」不可知的不可思議なものである。 

世界には無限絶対の世界と、有限相対の世界、さらに人間世界がある。この人間
世界はさきの両界の間にまたがり、よく二界と通じている。これを三大世界という。
この三大世界に相応して妖怪にも 3 種類あり。つまり、真怪はいわゆる絶対世界の
妖怪で、仮怪はいわゆる相対世界の妖怪である。偽怪は人間世界の妖怪である。誤
怪は偽怪と仮怪の上に偶然に生じたものであるがために、これに対すべき世界はな
い。 

このように、円了は妖怪学の結論として、妖怪の種類を分類し、その定義を行っ
ている。円了の妖怪学は、哲学を中心とし、これに理学と医学を加えて、妖怪とは
何かを明らかにしようとしたものである。この大著は、総論、理学部門、医学部門、
純正哲学部門、心理学部門、宗教学部門、教育学部門、雑部門の 8 種類から構成さ
れている。部門別に主な項目を列挙すると、つぎのようになっている５８。 

 

総論     定義、種類、原因、説明等 

理学部門   天変、地異、奇草、異木、妖鳥、怪獣、異人、鬼火、竜灯、蜃気
楼、竜宮の類 

医学部門   人体異常、癲癇、ヒステリー、諸狂、仙術、妙薬、食い合わせ、
マジナイ療法の類 

純正哲学部門 前兆、予言、暗合、陰陽、五行、天気予知法、易筮、御籤、淘宮、
天元、九星、幹技術、人相、家相、方位、墨色、厄年、有卦無卦、
縁起の類 

心理学部門  幻覚、妄想、夢、奇夢、狐憑き、犬神、天狗、動物電気、コック
リ、催眠術、察心術、降神術、巫覡の類 

宗教学部門  幽霊、生霊、死霊、人魂、鬼神、悪魔、前生、死後、六道、再生、
天堂、地獄、祟り、厄払い、祈祷、守り札、呪詛、修法、霊験、
応報、託宣、感通の類 
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教育学部門  遺伝、胎教、白痴、神童、記憶術の類 

雑部門    妖怪宅地、怪事、怪物、火渡り、魔法、幻術の類 

 

円了が仮怪として取り上げている主な項目でも、このように多岐にわたっている。
『妖怪学講義』の実際を調べてみると、取り上げられている仮怪の細目は 270 項目
を超えている。一般的に妖怪といえば、幽霊やお化けなどであるが、円了の場合、
先の分類にみるように、偽怪、誤怪、仮怪、真怪に分けられ、先の 2 つは虚怪であ
り、後の 2 つが実怪とされていて、妖怪は天変地異からマジナイまでと、一般的に
妖怪に入れない事柄も含めて、極めて広範囲な現象を妖怪として取り上げている。
ここに学問としての円了の妖怪学の特徴がある。 

現代の日本で妖怪学の祖と言えば、円了とともに柳田国男があげられる。しかし、
円了は哲学を中心にして、不思議研究から出発し、妖怪学という独創的な学問の創
造に成功した。他方の柳田は民俗研究から始めたが、妖怪学という体系を作るまで
に至らなかった。二人の間には、このような相違が存在している５９。
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